
岡山畜産便り 1961. 11･12 

畜産試験場だより 
 養鶏試験場 

◎昭和 35年度集合検定 
 昨年 11月１日から当場で、実施中でありました産

卵能力集合検定は、去る 10 月 16 日に 350 日間の検

定を終了しました。 

 その成績は表のとおりでありますが、本年度は白

色レグホーン種の産卵は、平均して前年までの数値

からみますと一段と向上がみられますが、兼用種の

方は、あまり成績が振いませんでした。なお、350

日間の無休産鶏は単冠白色レグホーン種で６羽であ

りました。 

 

◎昭和 36年度集合検定 
 昭和36年度は鶏の産卵能力経済検定を開始してい

ますので、施設の関係で前年度までの半分の 20群の

鶏について、去る 11 月１日から検定を始めました。

その種類別内訳は白色レグホーン種 17群、横斑プリ

マスロック種２群、ニューハンプシャー種１群であ

ります。 

 本年度も相当数の検定要請がありましたが、優良

鶏群について、とくに選択をおこないましたから、

その成績を大いに期待しています。 

 

◎経済能力検定用育成舎完成 
 36 年予算で建設中でありました経済能力検定舎

が、１部の付属施設を残してほぼ完成しました。 

 この建物は、約 114 平方米で、約 50 日令から大

雛期間中飼育できる２段式群飼ケージ、20 基（１

基 75 ㎝×180 ㎝）を収容するもので、当場東端の

圃場の中に建設いたしました。 

 

◎試験研究 
 農林省農業技術研究所、農林省種畜牧場、および

当場の共同研究で、ブロイラー飼蚕標準設定に関す

る研究を開始しました。この研究

は、ブロイラー飼料について、日

本での飼育条件で、しかも、日本

の飼料に適合する飼養標準を設定

するためにおこなうもので、９月

26 日から 12 月 20 日まで、12 週間

にわたり、正交配ロックホーン 500

羽を使用して、５種類の飼料について実施するもの

です。 

 


